















・2012年 3 ～11月：仮設住宅での炊き出しと食教育、栄養相談（2012年11月 5 日　岩手日報
掲載記事）
・2013年 1 ～ 3 月：栄養バランスに配慮した食生活の実践を目的に、東日本大震災復興支援
「適塩バランス料理レシピ集」を出版するとともに、それを活用して岩手県内30カ所の仮
設住宅で食教育を行った。さらに、岩手県作製「食事バランス弁当」の普及活動を行った。
・2013年 8 月～2014年 2 月：月 1回、被災地に赴き、健康情報の提供と栄養相談を実施した。
 （宮脇尚志）
7 月の支援





























































































































　狭い仮設住宅で、小さなお子さん 3人と 1枚の布団で 4人が寝ているため熟睡できず疲れ
果てた母親や、健康に問題をかかえられているが専門医が近くに居ないなどの不安を抱えて
いる方、全体的に運動不足などで浮腫や糖尿病、高血圧などでの不安を訴える方が多かった。
その一方で、新しい住宅への移動が決まり、そこでの地域住民としての生活に不安を抱える
方、まだ仮設暮らしが 2年はかかりそうなので、仮設での暮らしを前向きにとらえ、度々集
会所で集まって調理し、食事会をしているなどさまざまであった。このような状況下での次
年度以降の支援のあり方については、再検討を行いつつ、次年度以降の 3年間で、一定の成
果が得られるよう熟慮が迫られている。 （木戸詔子）
［支援に参加した大学院生の感想］
　東北支援プロジェクトの発足当初から参加させていただき、計 6回活動した。初めて東北
の状況を見たときは災害の規模があまりにも大きく驚いた。テレビ画面から想像していたも
のと現実は異なり、大きな何も無くなった空間に自分が立ってみると恐ろしく震える思い
だった。しかし仮設住宅を訪問すると被災者の方々は明るく優しく私たちを迎えて下さり、
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会話をしながらこちらのほうが感激して涙が出そうになったのを覚えている。
　支援当初は調理をして食事を楽しんでいただく形だったが、年々求められる支援が変化し
ていく状況に合わせ、プロジェクトの方針も仮設住宅という特殊な環境において健康に配慮
した食生活をいかに実現するかという内容に変わってきた。実際に「被災当初は食べ物が無
く痩せたけど、その後は狭い部屋で体を動かさないから太った」という声をよく耳にした。
また精神的な支援の一つとして、信頼できる地域外の人が個人的な悩みを聞くということも
大切だと感じた。このような食事、生活、心身の状況を総合的に考えた支援は管理栄養士に
しか出来ない内容であり、食物栄養学科や栄養クリニック、管理栄養士資格をもつ院生が支
援する意義はここにあると思う。震災後、何かしたいと思いながら実行できずにいたが、 3
年間継続して支援に関わることができ、さまざまな経験をさせていただき本当にありがとう
ございました。東北は人は温かく食べ物は美味しくとても魅力的な所である。今後も、どの
ような形になるかはわからないが、この経験を活かし東北に関わっていきたい。
 （太田淳子）
